
 

 

2026 年 5 月 2 日 

【SUPER GT 第２戦 /富士スピードウェイ】 

大会直前情報 

 

5 月 3 日(日･祝)、4 日(月･祝)の 2 日間、2026 年の SUPER GT 第 2 戦が富士スピードウェイで開催されます。ゴールデンウィー

ク恒例となったこの大会に、GT500 クラスは 1 台、GT300 クラスは 17 台がヨコハマタイヤを装着して挑みます。 

 

ゴールデンウィーク真っただ中に行われる SUPER GT の中でも一番の集客力を誇る今大会は、ドライバーたちにとっても一層の気合が

入る 1戦です。前戦までに獲得しているポイントによって搭載するサクセスウェイトは、開幕の岡山大会で 4位に入ったグッドスマイル 

初音ミク AMG(谷口信輝選手／片岡龍也選手)が 26kg。富士スピードウェイはメルセデス AMG GT3 とも相性が良く、岡山で届か

なかった表彰台、その先を目指します。 

 

シーズン序盤に 3時間で争われる富士大会、昨年は片山義章選手の UNI-ROBO BLUEGRASS FERRARI が 26 台抜きの劇

的な初優勝を達成。2024 年は小暮卓史選手と元嶋佑弥選手で戦った JLOC Lamborghini GT3 が勝利と、ヨコハマタイヤユー

ザーが連勝を上げてきました。今シーズンは VENTENY Lamborghini GT3 という車両名で戦う小暮選手は、「着実にポイントを獲

る。可能だったら表彰台に上る。ライバル勢も手ごわいので、まずは良いレースをすることを意識したいですね」とコメント。同じくランボルギ

ーニで戦う OPEN HOUSE Lamborghini GT3 の松浦孝亮選手は、「今回のレースウィークは不安定な天気になりそうですが、ヨコ

ハマタイヤは長いレースに強いと思っています。この富士の大会は最後の最後まで何があるか分からないレースになることが多いので、しっ

かりと走りぬきたいですね」とレースへの展望を語りました。 

今シーズン、SUPER GT ルーキードライバーをチームメイトに迎えた ANEST IWATA GAINER Z の安田裕信選手は、「開幕戦は、

レースペースはそれほど悪くなかったのですが、課題は予選。まだ予選のスピードを出すというところに苦戦しています。今回は速さを見せ

られるよう、タイヤのパフォーマンスをしっかりと出せるように頑張ります」と意気込みを語りました。 

 

選手も話しているように、今大会の天気は下り坂。予選日は曇りで夜半に雨が降り始め、決勝日は昼ごろから日差しが戻ってくる予報

になっています。決勝レースはウェット路面から徐々にドライアップしていくことが予想され、路面状況をいかに読み解き、ピットインのタイミ
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ングを図るかが重要な要素の一つと言えそうです。ただし、最後まで何が起きるか分からないのが 3 時間レース。熾烈な戦いの先に待つ

トップチェッカーを目指し、ヨコハマタイヤは全力で挑みます。 

 

 

 

 

 

 


